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研究成果概要 
 本研究では、極低温鏡懸架用ファイバーとして利便性の高い金属ワイヤー、具体的には 5N
高純度タングステンワイヤーの適用可能性を探るため、基本的物性（高い熱伝導率と機械的
Q 値）を調べるものである。タングステンは極低温で機械的 Q 値が大きい事が知られている。
今年度は、5N タングステン線の熱処理と熱伝導率について研究した。まず、as-grown のサ
ンプルと 900℃で熱処理したサンプルの熱伝導率を実測した。図 1 は 900℃での熱処理前後
の熱伝導率測定結果である。900℃の熱処理では、熱伝導率があまり大きくならないことが分
かった。そこで、新たに結晶化温度の 1500℃以上で熱処理出来る炉を製作し、1800℃で熱処
理して残留電気抵抗比の計測から熱伝導率を求めた。この結果、およそ 50 倍、熱伝導率にし
て 10000W/m/K が得られる事が分かった。しかし、結晶化による脆性が酷くなることがわか
った。今後の方針として、脆性改善のための微量な添加物を加えた場合の熱伝導率や、結晶
化温度前後での熱伝導率などの評価を行い、熱伝導率と脆性のバランスが取れる熱処理条件
を探す研究を実施していく予定である。 
 

       
  図 1 900℃で熱処理した場合の     表 1 熱処理（1800℃）前後の残留電気 
     熱伝導率測定結果           抵抗比測定値と換算熱伝導率 

 RRR 換算熱伝導率  
W/(m K) 

熱処理前 37 200 

熱処理後 1800 10,000 
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